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PRESS RELEASE 
 
 

ランドマーク・オブ･ニューヨーク展 
6 月 9 日(金)より、東京都庁南展望室にて開催 

_______________________ 
 

ランドマーク保存の重要性を訴え、 
東京都の姉妹都市ニューヨーク市のランドマークの写真 81 点を一堂に展示 

 
 
東京、2006 年 6 月 1 日 ― 東京都とニューヨーク市との交流

の一環として企画された「ランドマーク・オブ・ニューヨーク」展

が、いよいよ 6 月 9 日（金）から都庁南展望室にて開催されま

す（入室無料）。同展は、東京都の姉妹都市であるニューヨ

ーク市のランドマーク保存条例の施行 40 周年を記念し、同

市に現存する歴史的重要建造物 81 点の写真を一堂に集め

たユニークな写真展です。現在、アメリカ国務省の後援により、

日本を含む世界 45 ヶ国を巡回中です（東京展は 7 月 12 日

迄）。展示されるランドマークの写真の一つひとつに、ニュー

ヨーク市のバイタリティーや多様性、歴史が鮮やかに写し出

されています。 
 
同展の主催はアメリカ大使館、東京都、モルガン・スタンレー。  

写真展ポスター 
Photo: Steven Tucker 

 
同展の開催にあたり、石原 慎太郎東京都知事は以下のように語っています。「ニューヨーク市

の歴史的重要建造物 81 点の写真を一堂に集めたランドマーク・オブ・ニューヨーク展が、我が

国で唯一、東京で開催されることを嬉しく思います。東京とニューヨークは、それぞれの国を代

表する大都市として、政治・経済・文化などあらゆる分野で世界をリードしています。1960 年に

姉妹都市提携を結び、現在まで多様な交流を進めてきました。今回の写真展は、東京の重要

なパートナーであるニューヨークのランドマークの写真を、東京随一のランドマークでもある都

庁舎において展示するという興味深い企画です。」 
 
ニューヨーク市初の文化担当ディレクターとして長年に亘ってランドマーク保存委員会の常任

メンバーを務めてきた、バーバラリー・ダイヤモンスティン＝スピールヴォーゲル氏が同展の学

芸員として、幅広い写真家の作品を取りまとめました。被写体には、著名なものから、あまり知

られていないものまで、ニューヨークのさまざまな建造物や場所、構造物が含まれ、その一つ

ひとつに奥深い歴史や同時代を生きた人々の物語が隠されています。 
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会場には、ニューヨークの 400 年の歴史の変遷を紐解く、各写真の説明文（日英併記）に加え、

ニューヨークおよび東京のランドマークを撮影した Google Earth の衛星画像によるマルチメデ

ィア・コンテンツも展示されます。 
 
同展の会期中には、現代都市におけるランドマークや歴史的な建造物や街並みの保存の重

要性に関する対話を促進する数々のイベントが開催されます。その一環として、6 月 15 日に

東京大学にて「都市とランドマークの記憶 ― ニューヨークと東京」のパネル・ディスカッション

が予定されている他、バーバラリー・ダイヤモンスティン＝スピールヴォーゲル氏や作家・日本

研究家であるアレックス・カー氏などを交えた、アメリカ大使館のパブリック・プログラムが東京、

京都、沖縄にて行われます。 
 
「ニューヨーク市と東京都は、世界で最も豊かでダイナミックな二大都市です。アメリカ大使館

は、両都市の姉妹都市関係を鑑みて、歴史的重要建造物の保存におけるニューヨークの成

功例をご紹介するとともに、より広い意味で、アメリカ国民が国家遺産の保護に置いている意

義をお伝えするために、本展の開催を決定いたしました」と J・トーマス・シーファー駐日米国大

使は述べています。「本展を通じて、現代都市がいかにして過去の偉大な遺産を保存しながら、

未来に向かって発展を遂げていくことができるかについて、対話を促進していくことができれば

と願っています。ニューヨーク市と東京都は、21 世紀において、持続性と住みやすさを兼ね備

えた都市コミュニティーを創造し、維持する上での課題に関して多くの示唆を提供していま

す。」 
 
また、モルガン・スタンレー証券株式会社の堀田 健介会長は以下のように語っています。「モ

ルガン・スタンレーは、本社のあるニューヨークと日本の拠点である東京において長年に亘っ

て事業を展開してきました。両都市の交流の一環として、アメリカ大使館と東京都と共に同展

を企画・開催できたことを大変嬉しく思います。このような文化支援を通じ、現代社会において

歴史や伝統を継承することの重要性を再認識し、東京とニューヨークの経済、社会、文化のさ

まざまな面で貢献できることを願っております。」 
 
都庁展望室の開室時間を含む、同展の詳細情報については、ランドマーク・オブ・ニューヨー

ク展ウェブサイト（www.landmarksofnewyork.jp）をご参照ください。 
 
 
 
お問合せ先 
 

 ランドマーク・オブ・ニューヨーク展 テレフォン・インフォメーション・サービス 
TEL: 03-5424-5040 

 
 このプレスリリースについて 

モルガン・スタンレー 広報部 渋谷 邦子 
TEL: 03-5424-5019 


